第６２回秋田県児童生徒美術展　地区審査の方法について
　事前に各地区の事業部を中心に行ったアンケートから、今年度の美術展は【秋田市での展示無し】【地区審査のみ】という昨年度と同規模で開催することとなりました。また、地区ごとに感染状況が異なる中で、全県統一で同じ方法での審査は困難です。昨年度同様、今年度も審査の方法等を地区ごとにご判断いただく形になります。審査方法について、県造形研前会長木村伸先生から出された昨年度の文書をベースにしながら、今年度の地区審査のガイドラインを作成しましたので、ご参考にしていただければ幸いです。

＜審査＞
　◆　例年どおりの方法でできるのであればベター。各地区のできる範囲でやっていただく。
※　地区審査に係る費用は、地区持ちでお願いしたい。もし、運営ができないとなれば地区としての出品料を徴収するなどの工夫が必要か。
　◆　審査の方法として、「小学校低学年」「小学校中学年」「小学校高学年」「中学校」など、グループごとに分け、その会場も別々に、会場費のかからない学校とするなどして、一会場に大人数が集まらないような配慮をすることも考えられる。
　◆　会員（教員）自体が集まることを避けるのであれば、作品を画像で集めて画像審査とし、投票制にしたり、限られた審査員による審査にしたり、校内審査のみという形も考えられる。
◆　審査のできる地区では、出品数３０％を「入賞」として選び、さらに、小学校３点以内、中学校２点以内を「話題作」として選んでいただきたい。
※　地区選出の「話題作」を、例年発行の「造形秋田」に掲載（ホームページにアップ）して、展示公開に代えたい
◆　校内審査のみ行う場合、学校ごとに出品数に応じた入賞数を設定する必要がある。また、地区審査とは違い学年ごとに入賞者数を割り当てることが難しいため、郡市内で学年ごとの人数にばらつきが出るが、この場合はやむを得ない。審査基準に照らし合わせ、できるだけ公正に審査していただきたい。

· 昨年度の実施状況から、以下のような審査方法が考えられる。
[bookmark: _GoBack]審査方法⑴　一つの会場に造形会員が集まり、作品を直接審査する。（従来通り）
審査方法⑵　「小学校低学年」「小学校中学年」「小学校高学年」「中学校」など、グループごとに分け、その会場も別々に設定して審査する。
審査方法⑶　会長・副会長・事務局・事業部など、限られた審査員で審査する。
審査方法⑷　作品画像を画像で集めて投票制の画像審査とする。
　　　　　　（全ての造形会員に画像を共有することが困難であれば、限られた審査員で画像審査を行うことも考えられる。）
審査方法⑸　校内審査のみ行い入賞を選出する。その後、入賞作品の画像を郡市内で共有して画像審査を行い、話題作を決定する。
　　　　　　
· 上記以外にも様々な方法が考えられます。上記の審査方法はあくまでも例ですので、各地区で柔軟に対応していただきたいと思います。

